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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第21期
第２四半期
連結累計期間

第22期
第２四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 33,967 49,022 76,783

経常利益 (百万円) 653 1,068 2,829

四半期(当期)純利益 (百万円) 283 361 1,349

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 289 352 1,400

純資産額 (百万円) 12,144 16,787 13,175

総資産額 (百万円) 32,364 48,238 40,790

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.04 12.31 52.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.5 34.8 32.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 855 960 5,327

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,783 △5,231 △6,607

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △72 5,110 3,563

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(百万円) 1,984 6,107 5,268

　

回次
第21期
第２四半期
連結会計期間

第22期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.86 5.68

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．当社は、従業員持株ＥＳＯＰ信託制度を導入しており、当該信託にかかる従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有

する当社株式については、四半期連結財務諸表において自己株式として計上しております。従って、１株当

たり四半期(当期)純利益金額の算定にあたっては、当該株式数を自己株式に含めて「普通株式の期中平均株

式数」を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または、締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済政策と日銀による金融政策への

期待感などから円安・株高が進行し、景気は緩やかな回復傾向にある一方、消費増税の影響や海外経済

の下振れが懸念されるなど、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　このような環境のもと、当第２四半期連結累計期間における当社グループ連結業績は、売上高49,022

百万円（前年同期比44.3％増加）、営業利益1,016百万円（前年同期比67.8％増加）、経常利益1,068百

万円（前年同期比63.5％増加）、四半期純利益361百万円（前年同期比27.4％増加）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 保険薬局事業

当第２四半期連結累計期間におきましては、前期及び当第２四半期連結累計期間における新規出店

及び子会社の取得による増加が寄与し、売上は堅調に推移いたしました。出店状況につきましては、

新規出店26店舗、子会社化による取得28店舗の計54店舗を出店した一方、閉店及び事業譲渡により16

店舗減少した結果、当社グループ全体での店舗数は直営店475店舗、フランチャイズ店１店舗となり

ました。また、費用面におきましては、当期及び次期以降の当社グループにおける新規出店計画及び

事業拡大に備え、新卒薬剤師を含めた計画的な人材確保、人材教育に努めてまいりました。この結

果、売上高は前年同期比11,589百万円増加し44,434百万円（前年同期比35.3％増加）、営業利益は前

年同期比398百万円増加し1,504百万円（前年同期比36.0％増加）となりました。

② その他事業

当第２四半期連結累計期間におきましては、主にＣＳＯ事業を営むアポプラスステーション株式会

社の業績が寄与した結果、売上高は前年同期比3,465百万円増加し4,587百万円（前年同期比309.0％

増加）、営業利益は32百万円（前年同期は4百万円の営業損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、48,238百万円となり、前連結会計年度末から7,448百

万円増加しております。　

　これは主に、現金及び預金が886百万円、受取手形及び売掛金が848百万円、商品及び製品が634百

万円増加し、流動資産合計が2,821百万円増加したことによるものであります。また、のれんが4,099

百万円増加したことにより、無形固定資産が4,153百万円増加したことによるものであります。　

　

(負債)

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、31,450百万円となり、前連結会計年度末から3,836百

万円増加しております。

　これは主に、買掛金が1,458百万円、社債が925百万円及び長期借入金が983百万円増加したことに

よるものであります。　

　

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、16,787百万円となり、前連結会計年度末から3,611

百万円増加しております。　

　これは主に、公募増資等を行ったことにより、資本金が1,702百万円及び資本剰余金が1,925百万円

増加したことによるものであります。　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが

960百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが5,231百万円の支出、財務活動によるキャッ

シュ・フローが5,110百万円の収入となりました。この結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び

現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ838百万円増加し、6,107百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであ

ります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前四半期純利益994百万円、減価償却費720百万円及びのれん償却額570百万円等により、

960百万円の収入（前年同期855百万円の収入）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出680百万円及び子会社株式の取得による支出4,266百万円等により

5,231百万円の支出（前年同期1,783百万円の支出）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

長期借入による収入2,922百万円、長期借入金の返済による支出1,958百万円及び株式の発行による収

入3,381百万円等により5,110百万円の収入（前年同期72百万円の支出）となりました。　
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,148,500 33,148,500
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 33,148,500 33,148,500 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年７月18日
（注）１

779,600 32,716,400 204 2,828 204 2,487

平成25年８月１日
（注）２

432,100 33,148,500 ― 2,828 ― 2,487

(注) １．有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

　　 　　発行価格　　525.4円

　　 　　資本組入額　262.7円

　　 　　割当先　ＳＭＢＣ日興証券株式会社

　　 ２．当社の連結子会社である株式会社レークメディカルとの株式交換によるものであります。

　

(6) 【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社メディパルホールディングス 東京都中央区八重洲二丁目７番15号 7,582,800 22.88

中村　敬 東京都練馬区 1,617,000 4.88

株式会社ローソン 東京都品川区大崎一丁目11番２号 1,311,800 3.96

株式会社大本組 岡山県岡山市北区内山下一丁目１番13号 1,304,000 3.93

第一三共株式会社 東京都中央区日本橋本町三丁目５番１号 1,304,000 3.93

クオール従業員持株会
東京都港区虎ノ門四丁目３番１号
城山トラストタワー37階

1,145,300 3.46

株式会社トリム 兵庫県神戸市中央区磯辺通三丁目１番７号 1,104,000 3.33

大原薬品工業株式会社 滋賀県甲賀市甲賀町鳥居野121番15号 787,100 2.37

田辺三菱製薬株式会社 大阪府大阪市中央区北浜二丁目６番18号 780,000 2.35

岩田　明達 東京都大田区 735,000 2.22

計 ― 17,671,000 53.31

(注) 上記のほか、自己株式608,400株(うち、当社所有154,600株、従業員持株ＥＳＯＰ信託口453,800株)があり、発

行済株式総数に対する割合は1.84％であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式    154,600 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 32,992,600 329,926 ―

単元未満株式 普通株式      1,300 ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 33,148,500 ― ―

総株主の議決権 ― 329,926 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、従業員ＥＳＯＰ信託口名義の株式453,800株が含まれておりま

す。また、「議決権の数(個)」欄には、同名義の完全議決権株式に係る議決権の数4,538個が含まれておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

クオール株式会社
東京都港区虎ノ門
四丁目３番１号
城山トラストタワー37階

154,600 453,800 608,400 1.84

計 ― 154,600 453,800 608,400 1.84

(注) 他人名義で所有している理由等

平成24年３月14日開催の取締役会決議により導入した従業員持株ＥＳＯＰ信託による株式の取得として、日本マ

スタートラスト信託銀行株式会社（（従業員持株ＥＳＯＰ信託口・75524口）東京都港区浜松町二丁目11番３号）

が所有しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,347 6,234

受取手形及び売掛金 8,240 9,089

商品及び製品 3,339 3,973

仕掛品 48 145

貯蔵品 110 132

繰延税金資産 713 748

その他 781 1,085

貸倒引当金 △5 △12

流動資産合計 18,575 21,396

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,109 4,203

工具、器具及び備品（純額） 1,029 1,059

土地 1,881 2,003

その他（純額） 116 151

有形固定資産合計 7,137 7,417

無形固定資産

のれん 10,922 15,021

ソフトウエア 747 654

その他 110 258

無形固定資産合計 11,780 15,934

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,215 2,310

繰延税金資産 211 209

その他 858 951

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 3,282 3,469

固定資産合計 22,200 26,821

繰延資産

社債発行費 13 19

繰延資産合計 13 19

資産合計 40,790 48,238
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,341 11,799

短期借入金
※1, ※2 443 ※1, ※2 420

1年内返済予定の長期借入金 3,461 3,657

未払法人税等 761 630

賞与引当金 1,059 1,272

その他 2,225 2,315

流動負債合計 18,292 20,095

固定負債

社債 860 1,785

長期借入金 7,910 8,893

繰延税金負債 3 22

退職給付引当金 35 77

資産除去債務 400 424

その他 111 150

固定負債合計 9,321 11,355

負債合計 27,614 31,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,126 2,828

資本剰余金 7,161 9,087

利益剰余金 5,160 5,215

自己株式 △435 △370

株主資本合計 13,013 16,761

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37 16

その他の包括利益累計額合計 37 16

少数株主持分 125 8

純資産合計 13,175 16,787

負債純資産合計 40,790 48,238
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 33,967 49,022

売上原価 30,461 43,785

売上総利益 3,505 5,236

販売費及び一般管理費
※ 2,899 ※ 4,219

営業利益 605 1,016

営業外収益

受取家賃 4 13

受取手数料 20 21

保険解約返戻金 36 68

持分法による投資利益 － 1

補助金収入 － 5

その他 20 50

営業外収益合計 82 160

営業外費用

支払利息 28 62

株式交付費 － 23

持分法による投資損失 5 －

その他 1 23

営業外費用合計 34 109

経常利益 653 1,068

特別利益

固定資産売却益 1 20

事業譲渡益 － 16

その他 0 －

特別利益合計 1 37

特別損失

固定資産売却損 0 11

固定資産除却損 36 99

その他 2 －

特別損失合計 39 110

税金等調整前四半期純利益 615 994

法人税等 331 620

少数株主損益調整前四半期純利益 283 374

少数株主利益 － 13

四半期純利益 283 361
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 283 374

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 △21

その他の包括利益合計 6 △21

四半期包括利益 289 352

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 289 340

少数株主に係る四半期包括利益 － 12
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 615 994

減価償却費 692 720

のれん償却額 286 570

持分法による投資損益（△は益） 5 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △14

賞与引当金の増減額（△は減少） 131 133

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

株式交付費 － 23

固定資産除売却損益（△は益） 35 90

事業譲渡損益（△は益） － △16

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

受取利息及び受取配当金 △8 △12

支払利息 28 62

たな卸資産の増減額（△は増加） △421 △328

売上債権の増減額（△は増加） 698 96

仕入債務の増減額（△は減少） △593 △15

その他 95 △528

小計 1,566 1,773

利息及び配当金の受取額 6 10

利息の支払額 △27 △64

法人税等の支払額 △690 △759

営業活動によるキャッシュ・フロー 855 960

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △168

定期預金の払戻による収入 － 140

有形固定資産の取得による支出 △775 △680

有形固定資産の売却による収入 6 44

投資有価証券の売却による収入 1 －

子会社株式の取得による支出 △576 △4,266

事業譲受による支出 △108 －

事業譲渡による収入 － 75

無形固定資産の取得による支出 △272 △161

貸付金の回収による収入 7 33

敷金及び保証金の差入による支出 △267 △81

敷金及び保証金の回収による収入 184 56

その他 18 △223

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,783 △5,231
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △990 △83

長期借入れによる収入 2,900 2,922

長期借入金の返済による支出 △1,075 △1,958

社債の発行による収入 － 1,262

社債の償還による支出 － △161

株式の発行による収入 － 3,381

自己株式の取得による支出 △499 －

自己株式の処分による収入 45 63

配当金の支払額 △448 △306

その他 △3 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △72 5,110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,000 838

現金及び現金同等物の期首残高 2,984 5,268

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,984 ※ 6,107
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１.  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行11行（前連結会計年度８行）と当座貸越

契約を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

当座貸越極度額の総額 4,140百万円 4,390百万円

借入実行残高 313 350

差引額 3,827 4,040

　

※２.  当社は、運転資金の安定かつ効率的な調達を行うため、金融機関15行と期間１年間の短期のコ

ミットメントライン契約を締結しております。

       コミットメントライン契約にかかる借入未実行残高は、次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

コミットメントラインの総額 6,000百万円 6,000百万円

借入実行残高 ― ―

差引額 6,000 6,000

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は以下のとおりであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給与手当 607百万円 1,029百万円

役員報酬 275 375

地代家賃 197 257

退職給付費用 22 24

賞与引当金繰入額 146 82

減価償却費 173 152

のれん償却額 286 570

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

以下のとおりであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金勘定 1,984百万円 6,234百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ― △127

現金及び現金同等物 1,984 6,107
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日
取締役会(注)

普通株式 449 1,725 平成24年３月31日 平成24年６月13日 利益剰余金

(注) 平成24年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行いました。なお、１株当

たり配当額は当該株式分割前の実績を記載しております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 208 8 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、当第２四半期連結累計期間におきまして、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の信託契約に基づき

自己株式の取得及び処分を行っており、取得による増加が499百万円、処分による減少が33百万円とな

りました。その結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が466百万円増加し、当第２四半期

連結会計期間末における自己株式は476百万円となっております。　

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月14日
取締役会　

普通株式 306 12 平成25年３月31日 平成25年６月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 260 8 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

　

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、第２四半期連結累計期間におきまして公募増資及び第三者割当増資を行っており、資本金が

1,702百万円、資本剰余金が1,702百万円増加しております。

また、当社を株式交換完全親会社、株式会社レークメディカルを株式交換完全子会社とする株式交換

を実施しており、資本剰余金が225百万円増加しております。

その結果、当第２四半期連結会計期間において資本金は2,828百万円、資本剰余金は9,087百万円と

なっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３保険薬局事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 32,845 32,845 1,121 33,967 ― 33,967

(2) セグメント間の内部売上
高又は振替高

9 9 203 213 △213 ―

計 32,855 32,855 1,325 34,180 △213 33,967

セグメント利益又は損失(△) 1,106 1,106 △4 1,101 △496 605

　

 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３保険薬局事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 44,434 44,434 4,587 49,022 ― 49,022

(2) セグメント間の内部売上
高又は振替高

9 9 303 312 △312 ―

計 44,443 44,443 4,890 49,334 △312 49,022

セグメント利益 1,504 1,504 32 1,537 △520 1,016

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・医薬情報資材制作関連事

業、医薬品治験関連事業、労働者派遣・紹介事業、グループ内業務代行事業、医療関連経営コンサルティン

グ事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　 (単位：百万円)

　 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 △17 12

全社費用※ △478 △533

合計 △496 △520

          ※全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　　（のれんの金額の重要な変動）

「保険薬局事業」セグメントにおいて、株式会社アルファームの全株式を取得し、連結子会社といた

しました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては3,356百万

円であります。
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(企業結合等関係)

（共通支配下の取引等）

　１．取引の概要

　（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

 企業の名称　株式会社レークメディカル

 事業の内容　保険薬局事業　

　（２）企業結合日

 平成25年８月１日

　（３）企業結合の法的形式

当社を株式交換完全親会社とし、株式会社レークメディカルを株式交換完全子会社とする株

式交換

　（４）結合後企業の名称

 名称の変更はありません。

　（５）その他取引の概要に関する事項

当社の中期ビジョンである『「選ばれる薬局」「ＱＯＬサポート企業」としてのクオールブ

ランドを確立し、変化に強い企業体質を実現』に向け、株式会社レークメディカルを完全子会

社化することにより、意思決定、経営戦略実行の迅速化、グループ経営のさらなる推進とシナ

ジー効果の追求を図り、競争力を高め、強固な経営基盤を構築することを目的として、本株式

交換を実施いたしました。

　２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）

に基づき、共通支配下の取引として処理しております。

　３．子会社株式の追加取得に関する事項

　（１）取得原価及びその内訳

取得の対価 企業結合日に交付した当社の普通株式の時価 225百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 1

取得原価 　 227

　（２）株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数

 ①株式の種類別の交換比率

 　株式会社レークメディカルの普通株式2,160.5株：当社の普通株式１株

 ②株式交換比率の算定方法

本株式交換における株式交換比率については、その公正性・妥当性を担保するため、第三

者算定機関を選定し、その算定を依頼しました。当該第三者算定機関による算定結果を参考

として、両社間で両社の株主にとっての有効性を総合的に勘案した結果、上記に記載した株

式交換比率が妥当であると判断し、決定いたしました。

 ③交付株式数

 　432,100株
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　（３）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

 ①発生したのれんの金額

 　112百万円

 ②発生原因

子会社株式の追加取得分の取得原価と、当該追加取得に伴う少数株主持分の減少額との差

額によるものであります。

 ③償却方法及び償却期間

 　10年間の均等償却

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 11円04銭 12円31銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(百万円) 283 361

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 283 361

    普通株式の期中平均株式数(株) 25,665,724 29,330,332

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成25年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、以下のとおり決議いたしました。

（１）中間配当による配当金の総額　　　　　　260百万円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　8円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成25年12月２日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   山   本         守   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   伊   藤   孝   明   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月14日

クオール株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているク
オール株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クオール株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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